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Ⅰ　「キャリア設計」導入の経緯と研究目的	 （川崎　末美）
　本学に正課の科目として「キャリア設計」が導入されたのは2010年度のカリキュラム改
革時である。この科目は初年次前期に置かれているので、2013年8月に４度目の授業を終
えた。この間、必ずしもキャリア教育を専門とはしていない担当教員たちが、工夫と試行錯
誤を重ねながら、授業内容と方法を進化させてきた。今年度は2010年度カリキュラムの完
成年度にも当たっているので、この時点で「キャリア設計」の成果と課題を総括し、今後の
発展につなげたいと考え、本研究を行うことにした。
1　「キャリア設計」導入の経緯
　なぜ「キャリア設計」が正課の科目として導入され、初年次前期に配置されることになっ
たのか。その経緯を述べる前に本学の就職率の推移をみておきたい。
　本学は1989年の開学以来、これまでに合計21期の卒業生を社会に送り出してきた。本学
学生の就職活動のしやすさについてであるが、1期生と2期生の時はバブル経済と言われる
恵まれた時期であった。しかし、3期生が就職活動を行う1993年から“就職氷河期”が始
まり、それは2005年まで続いた。その後の4年間は売り手市場といわれるまでに状況は改
善していたが、2010年以降は再び氷河期となり、目立った回復が見られないなかで昨年度
の就職活動が終わった。　
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　つまり、1期生から21期生までの全21期の７割にあたる15期の学生たちは厳しい環境の
なかで就職活動を行ったのである。それでも、2008年度の卒業生までは概ね98％前後の就
職率を維持してきた。そのために本学は“就職に強い大学”と評されていた。しかし、就職
活動のあり方や就職満足度という質的側面はどうだったのだろうか。
　本学では、学生たちのキャリア形成や就職を支援するための基礎データを収集するために、
2003年、2007年、2010年の計3回にわたって教員有志が卒業生を対象とした郵送調査を行っ
ている1）。後二者の2007年調査では、2006年までの西暦偶数年卒業生、2010年調査では
2009年までの西暦奇数年卒業生を対象にしている。この2度の調査によって2008年の卒業
生を除く2009年までの全ての卒業生に調査を行ったことになる。
　筆者はこれら2回の調査に携わったが、2007年調査では自由記述の分析を担当した。こ
の自由記述は、卒業生たちが仕事や結婚・子育てなど社会人としての生活を経験してみて、
大学生活や就職活動を振り返って考えること、大学に対してこうであればよかったと思うこ
と、後輩へのアドバイスなどについて書いてもらったものである。調査への回答者762人の
3分の2にあたる491人が、実に真摯に記述してくれた。そのなかで目立ったのは、就職活
動への準備が不足していたことへの後悔、不本意就職になったことへの嘆き、早い段階から
キャリア教育があればよかったという声であった。そのごく一部であるが抜粋を表1に載せ
た2）。これらの声に表れているように、就職はできたとしても、就職活動中の不安や悩みは
とても大きかった、的外れの活動をしていた、誤った選択をしたことに後になって気づいた、
等々、卒業生たちの就職活動には多くの問題があったことを、自由記述を通して卒業生たち
が訴えていたのである。就職率の裏に隠れている質的な問題をはじめて具体的に理解し、学
生たちを支援する立場にある者として認識が甘かったことを反省した。キャリア就職課の手
厚い指導があるとはいえ、3年次後期からの就職指導では遅いのである。それは、卒業生た
ちの「1年生の頃から就職を意識していろいろ体験しておけばよかった」「入学時から就職
に関するセミナーを開いてほしかった」など、本学におけるキャリア教育の不備を指摘する
声にも表れている。
　このことを認識した頃、2010年度のカリキュラム改革に向けた話し合いが行われていた。
そこで、全学必修のキャリア教育科目として「キャリア設計」を1年次前期に配置すること
を提案し、認められた。つまり、この「キャリア設計」は卒業生の声が基になって導入され
たともいえるのである。
　なお、「キャリア設計」導入決定後の2009年5月、文部科学省から「大学教育・学生支援
推進事業」のプログラム募集が行われた。これは就職支援に焦点を当てることが条件であっ
たので、本学は「キャリア設計」を含む『卒業生活用による就職の早期意識化と基礎学力強
化による就職支援』として応募し、GP（Good Practiceの略称）に選定された。
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　GPの取り組みがスタートした2009年秋から「キャリア設計」の授業準備を始め、2010-
2011年度はGPの一環として授業を行なった。2012年にはGPの事後審査が行われ、本学
は全国465大学中25校の取組優秀校に選ばれた。選定理由のうち「キャリア設計」に関す
る部分を引用すると、「入学時の初動教育から一貫した取組がなされている点は特に優れて
いる。OGを活用したプログラムは本大学の校風や教育理念が浸透し、有効性が高く、特徴
として評価される」「1年生必修の『キャリア設計』では就活ポートフォリオの活用法を学
ばせ、キャリア形成に対する早期の意識化役割を果たしている」3）ということであった。
2　研究の目的と方法
　前述したように、日本では長期にわたって学生たちが就職活動に苦戦してきた。また、就
職しても3年以内にやめていく社員が増加している。このような状況を深刻に受けとめた文
部科学省は、2011年度にキャリア教育の正課への導入を全大学に義務付けた。これを受け
てキャリア教育を1年次から3年次まで正課として行っている大学も少なくない。
　本学では文部科学省の義務付けを待たず、卒業生たちの声に突き動かされて初年次必修科
目として「キャリア設計」を始めたわけだが、これについての全学的理解は必ずしも得られ
ていない。特に、入学直後から行うことへの疑問の声が聞かれる。そこで、本科目を履修し
た学生たちは「キャリア教育」をどのように受け止めているのか、本科目の導入意図は達成
されているのか、学生支援GPの審査員の評価は当たっているのか、などを検証し、今後の
• 将来のビジョンがなく、企業側にうまくアピールできなかった。氷河期でもあり、取り残されていく
孤独感を味わった。
• これまでの人生で最もつらい時期だった。点滴を打つことになったほど。
• 就職活動中に自分の適性やライフコースを明確にするには至らなかった。まずは新卒で働くという
チャンスを逃さぬよう、採用通知をくれた会社に就職した。
• 業種にこだわりすぎて職種がよくわからなかった。本当に何もわからずに、とりあえず就職した。
• 今思えば1 ～ 3年生頃までに就職を意識しながらいろいろ体験しておけばよかった。
• 就職活動中はただただ焦っていて、どこでもいいから早く決めたいと、そればかり考えていた。就職
した会社に産休の制度はあったが、非常に取りづらい雰囲気だったので辞めるしかなかった。
• 大学時代は自分のキャリアについて広い視野で考えるということがなく、一つの目標しかなかった。
もっと就職について考えればよかったと思う。卒業後にわかっても、もう世の中のレールから外れ、
自己実現が仕事の面できびしい状態である。
• 在学中にもう少し職業に向き合う機会をもつことができていたら、少しはちがっていたかもしれない。
• 大学入学と同時に就職に関するセミナーを開いてほしかった。
• 大学1 ～ 2年くらいから就職試験に向けた講座があるといい。
• OGの方を招いてお話を聴く機会があれば、卒業後のビジョンをもっと明確に描けるのではないか。
表1　 2007卒業生調査の自由記述から
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「キャリア設計」、ならびに本学のキャリア教育のあり方を検討することを目的として本研究
を行なった。研究方法としては、2013年度の授業の初回と最終回に同じ内容のアンケート
調査を行い、履修前と履修後の変化を捉えた。また、この他に最終回に4つの質問を準備し
て「キャリア設計」に関する感想を自由に書いてもらった。この2つデータの分析結果を以
下に報告するが、それに先立ち、2013年度の授業内容と方法を紹介する。
Ⅱ　2013年度の授業内容と方法	 （坪内　千明）
　「キャリア設計」の授業は、5人の教員が担当している。本科目の趣旨とこれが全学共通
科目であることをふまえ、1クラス130名弱の規模ではあるが、いかに学生個々の主体的な
行動を引き出すか、試行錯誤と工夫を重ねてきた。その中で、大切にしてきたことは2点あ
る。1つは、どのクラスにも同様の内容を教示するための工夫である。2つには、学生自ら
が自己に目を向け、将来設計や大学生活への具体的な取り組みを促すための工夫である。前
者は、事前のテキスト作成による授業内容の明確化と密な連携であり、後者は、ワークショッ
プによる個人ワーク、グループワークをとおした学生間の相互作用の活用とワークシート作
成による自己の意見や発想の言語化の促しである。さらに、言語化する力を強化するために、
ワークシートに教員がコメントして返却するフィードバック機能も取り入れ、返却したシー
トは学生がポートフォリオにファイリングするよう指導した。このポートフォリオは、学生
が将来のキャリアとそれに向けた行動計画を構築し、実行していくためのツールとするよう、
その活用法の指導も１つの柱とした。
　2013年度の取り組みの概要を、以下に示す。
1　講演会
（1）　企業人・社会人による講演会
　社会人となる前に、大学では何を学べばよいのか、企業人・社会人として活躍しておられ
る方から直に話を聞くことは、学生の大学生活や就職活動における具体的な取り組みを考え
るうえで、多くのヒントを与えてくれる。2013年度は、以下のお二人により行った。
①出口治明氏　（ライフネット生命保険株式会社　代表取締役社長）
②鈴木勇貴氏　（Yubu株式会社代表取締役）
　①の出口氏は、「大学で学んでほしいこと～ものの見方を鍛える～」と題して話された。 
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「森の姿」、すなわち世界全体を見ること、特にブラジルなどの発展途上国が躍進を遂げてい
ることと対比して、日本経済の現状を「少子高齢化」や「財政赤字」から説明し、それが学
生たちの将来の生活を左右しかねないと、グローバルな視点からの日本の現状の把握の必 
要性を指摘する。また、自ら考え、選択し、決断すること、すなわち「思考軸」をもつこと
の大切さを説かれ、そのための読書や英語力、企業が求める人材像についても説明してくだ
さった。
　②の鈴木氏は、これまで世界40カ国を旅し、子どもの国際交流やアフリカの貧困支援NGO 
等の活動経験をもち、企画提案やプロデュース、コンサルティングを行っている立場から、
「18歳の私へ―変化の世界をドライブするために必要な革命」と題し、学生たちに「幸せと
は何か？」と問いかける。自分の大学時代の失敗経験も交えながら、自分の意思で一歩踏み
出し多様な価値観に触れることが人生をより豊かにすると説かれた。またそのための、英語
力を身につけることの大切さを強調された。
（2）　卒業生講演会
　本講演会は、国際社会学部、人間科学部人間科学科、同学部保育子ども学科と、学部や学
科別に3つのクラスに分かれ、そのクラスに相応しいそれぞれ3人の卒業生から、職業体験
や就職活動、学生時代の過ごし方などについての体験を聴く場である。1年生にとって、卒
業生の語りは、ロールモデルとして何にも代えがたい説得力をもつ。将来が身近なこととし
て考えられ、今なすべきことを自己に問いかける契機となる。また、様々なライフスタイル
を知る機会でもある。今年度は、以下のような職業経験のある方々にお話をしていただいた。
国際社会学部 国際社会学科＆国際コミュニケーション学科
　①中学高等学校　英語科教諭　（1999年卒）
　②広告会社　企画制作職　（2012年卒）
　③航空会社　グランドスタッフ　（2012年卒）　
人間科学部 人間科学科
　①製薬会社MR　（2011年卒）
　②エンジニア派遣会社　キャリアカウンセラー　（2002年卒）
　③クリニック　臨床心理士　（2004年卒）
人間科学部 保育子ども学科
　①認定子ども園　幼稚園教諭　（2012年卒）
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　②保育所　保育士　（2012年卒）
　③障害者支援施設　支援員　（2012年卒）
2　輪講
　5人の担当教員が、それぞれの専門領域から、キャリア教育として学生が身につける、あ
るいは学ぶべきことの基本部分を、1回ずつの輪講で教示する。2013年度のテキストのタ
イトルは以下のとおりである。
①キャリアアップの基盤を整える　～健康と体力の視点から～
②働き方を考える　～女性のライフコースの視点から～
③働き方を考える　～社会保障の視点から～
④働き方を考える　～キャリアイメージの形成と仕事選び～
⑤働き方を考える　～ワーク・ライフ・バランスの視点から～
3　ワークショップ
　本科目では、社会人になるにあたってこの4年間がいかに重要か、そのために学生自ら考
え、行動を起こすことの必要性に気づかせるための仕掛けとして、ワークショップに力を注
いできた。2013年度は、6回実施した。各回のテーマとねらい、具体的な内容を表2に示し
た。
4　ポートフォリオ
　キャリア設計は、半期の授業を経た後の学生個々の主体的な取り組みこそが重要である。
そこで、上記のように、毎回の授業でシートの作成、提出を指示し、講演会、ワークショップ 
で取り組んだシートについては、クラス担当教員が目をとおして必要なコメントを入れ返却
した。そして、それらシートをファイリングして学生自らその後の将来計画を組み立て、実
施していくためのツールとしてポートフォリオを取り入れた。その名を「Four Years Book」 
として、その活用についても指導の１つの柱とした。
　ポートフォリオ（Portfolio）は、一般的に、「書類などを入れる紙ばさみ」のことであり、
写真家や建築家が自分の業績をはさんで持ち歩くためのファイルの意味でも使われる。また
現在では、教育においても様々な学習活動に用いられている4）。具体的には、学び手が学ぶ
過程で集めた資料とそれに対する自分の意見や感想、新聞の切り抜き、インタビューの記録、
電子メールや手紙、自己評価や助言者のコメントなどを収集する。しかし、その収集には明
確な意図をもち、内容を評価することによって、その先の道筋を探る一連のプロセスを必要
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とする。つまり、ポートフォリオは、自己評価を基本とするとの指摘もある5）。よって、課
題も多い。例えば、作品の評価には時間がかかるので、せっかくの貴重な評価資料が学習指
導にうまく利用されない場合や、ポートフォリオが作品を保存するだけの場所になってしま
い、作品についての議論が行われないなどである6）。
　本科目では、過去3年間の反省をふまえ、半期の授業期間中の間も絶えず活用法に触れ、
表2 　ワークショップ ―各回のねらいと内容―
回 タイトル ねらい 具体的内容
１ 自己の多面的理解と相互インタビュー
・自己の性格を、ポジティブな面
から把握する。
・自分を他者に紹介し、インタ
ビューを受けることによって、
自分の新たな側面に気づく。
自分の性格をポジティブな面から見つめ直
してシートに書き込み、さらに２人一組に
なって相互に自己紹介とインタビューを行
い、相手の良さを引き出しまとめる。その
後シートは提出する。
２ 学士力を身につけるために
・卒業生が、社会人となった今、
自分の大学生活の何に後悔し、
また後輩たちに伝えたいか、そ
の生の声（卒業生調査の自由記
述）を把握する。
・「学士力」について理解し、目
標に向けてどのような方法でそ
れらの力を培っていくか、具体
的な考えを言語化する。
卒業生のアンケート調査から抽出した、「こ
うであればよかったと思うこと」と「後輩
たちへのアドバイス」の部分の記録を事前
に読ませ、数人に気になったところを発表
させる。それをふまえて、「学士力」の４
領域13項目を示し、「今の私」「そうあり
たい私（目標）」「どのようにしてそうなる
か（方法）」を、項目に即して個人ワーク
によりシートを作成・提出する。
３ 働く人へのインタビュー
・働くとはどういうことか、理由
ややりがい、厳しさなどを、イ
ンタビューにより直に感じる機
会をもつ。
・グループワークにより働く意味
や価値の共通点、相違点を把握
する。
学生の身近で働いている人へのインタ
ビューを課題に出し、働く意味やその仕事
を選んだ理由、学生へのアドバイスなどイ
ンタビューをまとめたシートを基に、グ
ループで話し合い、代表が共通点・相違点
などを発表する。その後、各自のシートは
提出する。
４ 社会人に求められる力について考える
・「社会人基礎力」を把握し、そ
れが実際の仕事にどのように発
揮されているかを考える。
・ロールモデルとして卒業生の語
りに触れ、現在の仕事のやりが
いや、そこに至るまでのプロセ
ス、大学での活動から学ぶ。
「社会人基礎力」を解説した後、２人の卒
業生のインタビュービデオを見せ、語りの
内容から、その人が備えている「社会人基
礎力」と「各種能力や資格」は何かを考え
させ、個人ワークによりシートを作成・提
出する。
５ 自分のキャリアを設計する
・社会を支える一員としてどのよ
うな道を歩みたいか、20年後、
30年後の自分や家族構成を想
像させ、そのために今なすべき
ことを考える。
・進むべき道は、多様であること
を把握する。
民間企業の男女別賃金や生涯賃金、子ども
の教育にかかる費用、退職後の年金収入な
どを解説し、輪講などでこれまで学んだこ
ともふまえ、自分の「未来予想図」シート
を個人ワークにより作成、隣人と交換して
互いのシートを見せ合い、感想を述べあう。
その後シートは提出する。
６ 半期授業のまとめ
・半期、学んだことの振り返り。
・ポートフォリオについて、学生
相互にファイリングしたものを
見せ合うことにより、その内容
や活用法を理解し、ポートフォ
リオの活用を意識化する。
これまでに提出されたシートの返却後、6
～ 8人のグループワークにより、半期の間
に各自がファイリングしたポートフォリオ
を互いに見せ合い、各グループから秀逸な
ものを紹介させる。本科目に対するアン
ケートに回答して提出する。
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ファイリングのサンプルを提示して学生の理解を促すとともに、授業最終回には、学生同士
が、これまでのファイリングの内容や工夫を相互に見せ合う機会を設けた。
Ⅲ　履修前と履修後の学生の意識の変化	―質問紙調査に基づく量的分析―
（川崎　末美）　
　2013年度の初回授業日の4月10日、本科目のオリエンテーション後に出席者全員を対象
にした無記名の質問紙調査を行った。さらに、最終回の7月17日、同じ内容の調査を授業
終了後に行った。いずれも調査票はその場で回収した。履修者のなかには再履修者も含まれ
ているが、分析対象は新１年生のみとした。
　回答票はすべて有効票であったが、欠席者を除く調査時別、学科別にみた回答者数は表3
の通りである。初回の出席者数（出席率）は全体で569人（96％）、最終回のそれは483人
（82％）であった。履修後の回答者数は履修前に比べて86人、割合にして15％減少している。
最終回に欠席した者の多くは普段から休みがちの者、あるいは完全にドロップアウトした者
たちである。この授業が1時限目に配置されているために、欠席の背景には生活リズムの乱
れや自己管理力の弱さがあると考えられる。したがって、履修後の回答者群にはそうした問
題をもつ者が相対的に少なくなっていると推察される7）。また、出席者の減少率は学科によっ
てかなり差がある。保育子ども学科の減少率が小さいのは例年通りであるが、他の3学科は
年度によって変動している。この減少率は、各学科のその年の新入生の修学態度を反映して
いると考えられる。
表3　対象者（新1年生）の回答者数－調査時別・学科別－
学部 人間科学部 国際社会学部
合　計
学科 人間科学 保育子ども 国際社会 国際コミュニケーション
履修者数 a 174 107 159 150 590
回答者数
履修前 b
（出席率（b/a）×100） 164（94%） 105（98%） 157（99%） 143（95%） 569（96%）
履修後 c
（出席率（c/a）×100） 127（73%） 99（93%） 131（82%） 126（84%） 483（82%）
履修前・後の減少数
（減少率（b-c/b）×100） 37（23%） 6（ 6%） 26（17%） 17（12%） 86（15%）
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1　将来の生き方について
　入学直後の学生たちは、卒業後の自分の進路や生き方をどのように考えていたのか。また、
それは「キャリア設計」の履修によって変化したのか。これを捉えるために次の3つについ
てたずねた。
（1）卒業後の進路についてどのように考えているか
選択肢： 1 . 正社員として働く　　 2 . 派遣社員として働く　　 3 . 進学する
4 . 仕事には就かない　　 5 . わからない
（2）就きたい仕事として具体的に考えているものはあるか
選択肢： 1 . ある　　 2 . ない　　 3 . わからない
（3）将来の仕事や結婚・子育てについてどのように考えているか
選択肢： 1 . 結婚または子どもができたら仕事をやめる
2 . 子育てが一段落したら再就職する　　 3 . 出産後も仕事を続ける
4 . 子どもをもうけず仕事を続ける　　　 5 . 結婚しないで仕事を続ける
6 . その他　　 7 . わからない 
　履修の前後で回答率に違いがみられたのは、（3）の「将来の仕事や結婚について」のみ
であり、（1）の卒業後の進路や、（2）の就きたい仕事についてはほとんど変化がなかった。
しかし、いずれについても学科間にはかなりの違いがあった。紙幅の制約もあるので、（1）
と（2）については履修後の数値のみを、（3）については履修前と履修後の違いについても
紹介しつつ、今年度の1年生の将来についての考え方をみてみよう。
（1）卒業後の進路について
　図1に見るように、大部分の者が「正
社員として働く」と考えている 8）。特
に保育子ども学科にはこの割合が高
く、「わからない」という者が少ない。
これは、幼稚園教諭や保育士の資格取
得を主目的とする学科の特徴を示して
いる。同様に、臨床心理士を目指す学
生が多い人間科学科では16％が「進
図1　卒業後の進路
65％ 16％ 16％ 3％
1％
2％
1％
96％
1％
1％6％92％
2％
1％11％86％
人 間 科 学
正社員として働く　 進学する　 わからない　 その他
保育子ども
国 際 社 会
国際コミュ
90
学する」と答えている。
　「仕事には就かない」という者は履修前には皆無であった。履修後は1人だけ、保育子ど
も学科に出現しているが、今年度の1年生のほとんど全員が仕事に就くつもりでいるとみる
ことができる。
　なお、図1に示した「その他」は、「仕事には就かない」と、用意した選択肢ではなく回
答者自らが「起業」など、他の答えを書いたものを合せたものである。
（2）就きたい仕事の有無について
　保育子ども学科は、就きたい仕事が「あ
る」者が93％と極めて高い。理由は前
項に述べた通りである。逆に、就きたい
仕事が「ある」者が最も少なく、「わか
らない」が最も多いのが人間科学科であ
る。「ない」を合わせると、人間科学科
の学生の過半数は、「キャリア設計」の
履修後もなお、仕事という側面での将来
の自己像を描くことができないでいる。これは、政治・経済や国際関係、国際交流など、社
会のありようや社会との関わりに関心をもつ国際社会学科や国際コミュニケーション学科の
学生とは違い、どちらかといえば人間の内面に関心が向きがちな学生が多いという学科の特
徴を示しているということができよう。しかし、国際社会学部の両学科にも、就きたい仕事
が「わからない」あるいは「ない」という学生が約3分の1は存在している。既に就きたい
仕事が決まっているという学生でも、それが妥当なものであるか否かを検討することは必要
であるし、就きたい仕事がわからないという学生たちは、多様な仕事や働き方について学ぶ
機会をもっと必要としている。
　ところで、就きたい仕事の有無の回答の分布は前項の卒業後の進路とは違い、「ある」と「わ
からない」に、それなりに分かれていた。それにも関わらず、前述したように、本科目の履
修前後で回答の分布にほとんど変化が見られなかったのは、業種や職種については輪講のな
かで説明しているが、限られた時間のなかでは概説にとどまらざるを得ないこと、また、卒
業生講演会や卒業生のインタビュービデオを通して、仕事や職場の実際例を聴いてはいるが、
それも限られた職種や業種、また、短い時間の話であることなどから、多様な仕事について
十分学んだとはいえないという理由によると考えられる。
　以上から、保育子ども学科を除く3学科については、キャリア教育を2年次以降も継続し
て行うことが必要不可欠と考えられる。
図2　就きたい仕事の有無
ある　　 ない　 わからない
47％ 13％ 39％
93％
1％
6％
64％ 12％ 24％
66％ 9％ 26％
人 間 科 学
保育子ども
国 際 社 会
国際コミュ
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（3）将来の仕事や結婚・子育てについての考え方
　まず全体を概略的にみてみよう（表4）。履修の前後とも最も多いのが「子育てが一段落
したら再就職する」という考え方である。これを、仕事と家庭の時差的
4 4 4
バランス型と呼ぶこ
とにしよう。これに次ぐのが「出産後も仕事を続ける」両立型である。これら二者は、家庭
生活への重点の置き方は異なっても、“仕事も家庭も”を志向しているといえるが、これが
全体の約6割を占める。さらに、「子どもを設けず仕事を続ける」または「結婚しないで仕
事を続ける」という仕事専念型も1割弱ある。「結婚または子どもができたら仕事をやめる」
専業主婦型は2割弱と少数派になっている。「わからない」という者は履修後には明らかに
減少している（履修前17％、履修後9％）。
　学科別にみると、履修後の変化がはっきり見える。国際社会学科と国際コミュニケーショ
ン学科は出産後も仕事を続ける「両立型」がそれぞれ10ポイントと7ポイント増え、両学
科ともこのタイプが最も多くなっている。保育子ども学科では、「時差的バランス型」の増
加が目立つ（19ポイント増）。これが3分の2を占めるまでになり、「両立型」が14ポイン
ト減っている。人間科学科は各タイプの割合については履修の前後では目立った変化はない
が、「わからない」は10ポイント減少している。最多は「時差的バランス型」である。
　学科別にみた履修後の全体の傾向をかいつまんで見ると、人間科学科と保育子ども学科は
「時差的バランス型」が最多であるが、保育子ども学科は特にそれが多い。国際社会学科と
国際コミュニケーション学科は「両立型」が最も多い。また、人間科学科と国際社会学科は
他の2学科に比べると「専業主婦型」が多くなっている。こうして見ると、留学希望にみら
表4　仕事や結婚についての考え方
結婚または
子どもが
できたら
仕事を辞める
子育てが
一段落したら
再就職する
出産後も
仕事を続ける
子どもは
設けず
仕事を続ける
結婚しないで
仕事を続ける その他 わからない
（専業主婦型） （時差的バランス型） （両立型） （仕事専念型）
全体
履修前 20% 31% 25% 3% 4% 1% 17%
履修後 19% 35% 27% 2% 5% 1% 9%
人間
科学
履修前 22% 29% 18% 4% 2% 2% 23%
履修後 24% 31% 21% 6% 5% 2% 13%
保育
子ども
履修前 12% 47% 26% 2% 4% 1% 9%
履修後 11% 66% 12% 1% 3% 1% 6%
国際
社会
履修前 23% 24% 25% 3% 5% 0% 21%
履修後 24% 25% 35% 1% 6% 1% 8%
国際
コミュ
履修前 19% 29% 31% 3% 6% 1% 12%
履修後 15% 27% 38% 2% 6% 2% 10%
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れるように活発な学生が多いと思われる国際コミュニケーション学科が、仕事志向への変化
を最も大きく見せており、資格取得を目指して入学してきたように就業意欲が高かった保育
子ども学科の学生が、働き方についてはワーク・ライフ・バランスを図る方向に変化を見せ
たということができる。保育子ども学科の学生たちは、専門職の資格を持つことが再就職の
しやすさにつながると考えたのかもしれない。一方、在学中に一定の職業資格を取得できな
い学生たちは、働き続けることで職業上のキャリアを確かなものにしたいと考える傾向が強
いのかもしれない。
　将来のライフコースについて考えるきっかけを与えたと考えられる単元は、5回の輪講の
うち4回（女性のライフコース、社会保障、キャリアイメージ、ワーク・ライフ・バランス
の各視点から働き方を考えるもの）のほか、卒業生の講演会や卒業生へのインタビュービデ
オ視聴など、かなりあった。また、女子学生たちは日頃から結婚や子育てを軸に自分の将来
を考えることが多い。「将来の結婚や仕事についての考え方」が本科目の履修の前後でかな
り変化したのは、こうした要因によると考えられる。
2　大学生活のなかで力を入れたいことについて
　大学生活のなかで力を入れたいことを、表5の14項目の選択肢を示し、いくつ選んでも
よい複数回答方式でたずねた。同表に示した選択肢は、履修前の4学科全体でみた場合に、
選ばれた割合が多かった順に並べている。
　まず、概略をみると、最多は「学業」である。これに、「語学」、「資格取得」、「部（サー
クル）活動」が続いており、キャンパスでの活動に重点があることがわかる。学科別では、「学
業」を挙げる者が人間科学科に最も多く、「資格取得」は保育子ども学科が最多である。国
際コミュニケーション学科には「語学」と「留学」がきわめて多いが、国際社会学科でも「語
学」が多い。
　履修後の変化をみると、上位三位が「学業」「語学」「資格取得」であることは変わらない
が、「学業」を挙げる者が10ポイント減少している。逆に10ポイント前後ずつ増加してい
るのが「アルバイト」「旅行」「趣味」であり、「ボランティア」がそれに次いでいる。
　「キャリア設計」履修の前と後、期間にして3か月の間に起きたこの変化は、本科目の影
響だけでなく、他の科目や活動の場で獲得したさまざまな知見や情報によっても生じたもの
であろう。しかし、「キャリア設計」における企業人の講演会や卒業生の講演会に共通して
いた、「学生時代に多様な経験をして視野を広げておくことが大切」という語りの影響は大
きいと考えられる。また、いずれの講演会でも英語力を鍛えておくことが強く勧められてい
たが、国際社会学科や人間科学科で「語学」を選んだ割合がそれぞれ6ポイント増えている。
国際コミュニケーション学科では増加がみられないが、これは履修前からこれを選んだ者が
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多く、数値的にはほぼ飽和状態であったからではないかと推察される。Ⅳ章で分析している
自由記述の感想シートには、「今までは英語に力を入れたいと言っていただけだが、本気で
表5　大学生活のなかで力を入れたいこと
履修前 履修後 履修前 履修後
学　業
全体 68.0% 58.0%
ボランティア
全体 15.8% 21.7%
人間科学 75.5% 68.5% 人間科学 14.0% 17.3%
保育子ども 70.5% 61.6% 保育子ども 16.2% 25.3%
国際社会 70.7% 63.4% 国際社会 14.6% 22.1%
国際コミュ 54.5% 38.9% 国際コミュ 18.9% 23.0%
語　学
全体 49.9% 52.6%
趣　味
全体 11.4% 19.9%
人間科学 26.8% 33.1% 人間科学 11.6% 19.7%
保育子ども 16.2% 12.1% 保育子ども 10.5% 20.2%
国際社会 62.4% 68.7% 国際社会 12.1% 22.9%
国際コミュ 87.4% 87.3% 国際コミュ 11.2% 16.7%
資格取得
全体 48.7% 53.1%
特技を
伸ばす
全体 11.4% 14.5%
人間科学 47.0% 51.2% 人間科学 9.1% 15.0%
保育子ども 62.9% 62.6% 保育子ども 13.3% 15.2%
国際社会 51.0% 55.0% 国際社会 10.2% 13.0%
国際コミュ 37.8% 45.6% 国際コミュ 14.0% 15.1%
部
（サークル）
活動
全体 43.2% 40.4%
旅　行
全体 10.2% 23.4%
人間科学 42.7% 38.6% 人間科学 3.7% 16.5%
保育子ども 53.3% 49.5% 保育子ども 13.3% 15.2%
国際社会 41.4% 40.5% 国際社会 11.5% 30.5%
国際コミュ 34.9% 34.9% 国際コミュ 14.0% 29.4%
アルバイト
全体 33.3% 45.2% 
その他
全体 0.4% 1.2%
人間科学 34.9% 47.6% 人間科学 0.6% 0.0%
保育子ども 49.0% 49.0% 保育子ども 0.0%  1.0%
国際社会 24.4% 38.2% 国際社会 1.0%  1.0%
国際コミュ 32.6% 41.3% 国際コミュ 0.0% 1.6%
友人を
つくる
全体 29.9% 25.7% 
特にない
全体 0.2% 0.0%
人間科学 26.2% 29.1% 人間科学 0.6% 0.0%
保育子ども 40.0% 28.3% 保育子ども 0.0% 0.0%
国際社会 24.2% 25.2% 国際社会 0.0% 0.0%
国際コミュ 32.9% 20.6% 国際コミュ 0.0% 0.0%
留　学
全体 27.4% 25.3% 
わからない
全体 0.7% 0.8%
人間科学 5.5% 3.9% 人間科学 1.8% 2.4%
保育子ども 4.8% 4.8% 保育子ども 1.0% 0.0%
国際社会 35.0% 29.8% 国際社会 0.0% 0.8%
国際コミュ 60.8% 59.5% 国際コミュ 0.0% 0.0%
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頑張ろうと思った」という記述があった。数には表れない質的変化も起きているのかもしれ
ない。
　以上のように、「学業」そのものを選んだ者は減少しているが、キャリアを意識した「語学」
や「資格取得」といった具体的目標をもつ者が増えている。また、経験や視野を広げるため
のさまざまな活動の大切さを知ったことは、卒業生調査の自由記述にあった、「今思えば1～ 
3年生頃までに就職を意識しながらいろいろ体験しておけばよかった」（表1）という後悔を
しなくてすむことになるかもしれない。しかし、学生たちのさまざまな経験を幅の広いもの
の見方やキャリア形成に確実につなげていくためには、経験の振り返りと有効な意味づけを
学生に行なわせるためのアドバイスが、教育場面や学生支援の場において行われることが必
要である。カリキュラムに2年次以上のキャリア教育科目が無い現在は、学習サポートセン
ター（スタディカフェ）に常駐しているキャリアコンサルタントにその役割が期待される9）。
3　小括
　以上は、「キャリア設計」の履修が、将来のキャリアや大学生活についての考え方に及ぼ
している影響を、質問紙調査を通してみたものであった。ここでわかったことは、結婚や子
育てを軸にした将来の自分の「ライフコース」についての考え方には本科目の履修が一定の
影響を及ぼしていたが、「卒業後の進路」や「就きたい仕事」が不明確な学生たちに、それ
を明確にさせるには至っていないということであった。また、「大学生活のなかで力をいれ
たいこと」については、学業という漠然としたものから語学や資格取得などとより具体化し、
多様な経験をすることにも拡がっていった。これらの知見は、初年次前期に配置された「キャ
リア設計」が、学生たちのキャリア形成に向けて初歩的ではあるが一定の影響を及ぼしてい
ることや、初年次のみならず、2年次以上にも継続してキャリア教育を行うことの必要性を
示している。
　また、学科別には、「卒業後の進路」や「就きたい仕事」、また「大学生活のなかで力を入
れたいこと」に、かなりの相違があった。このことは、教育目標など各学科の特徴とともに
学生の気質の違いも視野に入れたキャリア教育と学生支援が必要であることを示している。
Ⅳ　履修後の学生の意識─自由記述に基づく質的分析─ （坪内千明）　
　本章では、授業の最終回に行ったアンケートに対する学生の記述を基に分析を行う。本ア
ンケートでは、予め以下の4項目を質問として提示し、それに沿って本科目に関する感想、
意見を書くよう学生に指示をした。
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〈アンケートの４項目〉
設問１　キャリア設計のプログラムの中で、将来に対する自分の考え方に最も影響を
与えたものは何か、またそれはどのような影響か
設問２　科目に対する意識の変化とその理由
設問３　今後の学生生活への活かし方
設問４　その他、授業を受けての感想や意見
　本アンケートは、学生の出欠把握も兼ねているため記名式とした。Ⅱ章でも触れたとおり、
本科目では、シートの提出、返却の往還を指導の1つの柱としている。教員は、提出された
シートに目をとおし、学生個々の記述力や授業に取り組む姿勢を把握しながら、時間の許す
限りのコメントをして返却する。また、学生も、随時返却されるシートの評価やコメントに
よって、本科目で自分がなすべきこと、学ぶべきことを把握していく。すなわち、シートの
提出、返却の往還は、教員、学生間の関係の形成過程でもある。そうした意味で、本アンケー
トでは、学生がこれまでの授業の振り返りに教員との関係をも意識して、自分の感想、意見
を表現することを求めた。本分析は、今年度の本科目に関する学生の感想、意見に焦点を当
てているため、対象は、再履修者も含む受講者全員とした。なお、学生によっては、４項目
すべてに対して回答していない者もおり、各項目の分析は、全ての学生を網羅したものでは
ない。
1　キャリア設計のプログラムが受講者に与えた影響
　第1項目に対する回答では、ほとんどの受講者が具体的なプログラムを取り上げて感想等
を記述している。取り上げられたプログラムのカウント数を学科ごとにまとめたものが、表
6である10）。
　本節では、受講者が影響を受けたとして取り上げたプログラムのうち、カウント数の多い
ものを中心に、理由としてあげられた記述部分に着目して考察を行い、受講者にとっての各
プログラムの意味、ひいては本科目の意義について論じる。
（1）講話が受講者に与えた影響
①卒業生講演会
　設問1に関する回答のうち群を抜いてカウント数が多かったプログラムは、卒業生講演会
である11）。資格課程に合わせて講話を聞いた保育子ども学科の学生だけでなく、国際社会
学科では5割、最も低い人間科学科においても4割を超え、4学科合わせて237名の受講者
が本プログラムを取り上げている。このように、受講者が「卒業生講演会」をあげる理由は、
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どのような点にあるのだろうか。
　「卒業生講演会」の特徴の1つは、それが固有の社会集団に基づくものであることである。
語り手、聴き手、ともに同じキャンパスでの学びの体験を共有し、たとえ時間的なずれがあっ
ても互いのつながりを意識することができる。そうした関係のもと、卒業生は自己の様々な
体験を、後に続く者への贐として「優しく」、「厳しく」、「率直に」語りかけている。一方、
講演会 輪講 ワークショップ その他
クラス
企業人講演会全体出口氏 鈴木氏 卒業生講演会全
体
健
康
ライフコー ス社会保障 キャリアイメージワーク ・ ライフ ・ バランス全
体
自己分析 相互インタビュー卒業生からのメッセージ学士力 働く人へのインタビュー社会人基礎力 ・ 自己診断卒業生インタビュービデオ未来予想図ポートフォリオ自発的学び働くことの大切さ計画と実行の大切さ４学科混合就職への意識の変化学生間の相互作用お金の使い方の見直し
人間科学科
a（26） 4 12 1 1 2 1 1 1 2 6
b（29） 1 10 2 1 1 2 1 2 3 1
c（24） 2 1 3 10 1 2 1 1 1 1 1 1 2 1 1
d（31） 2 2 2 15 1 2 1 1 4 1 1
e（26） 9 2 2 1 1 4 1 5 3
計（136） 9 3 5 56 2 3 5 5 2 2 7 1 2 1 11 4 16 4 1 2 1 2
保育子ども学科
a（19） 1 14 2 2
b（16） 7 1 2 2 1 2 1 1
c（21） 2 3 10 2 3 2
d（18） 1 9 2 3 3 2 1
e（19） 1 1 9 1 2 2 3 1 1
計（93） 4 5 49 1 1 4 4 2 9 2 7 5 1 3 1 2
国際社会学科
a（29） 3 2 14 3 1 3 1 3 1 1 1
b（29） 5 17 2 1 1 2 3 1 1
c（31） 1 1 2 14 3 2 2 1 1（英語） 2
d（26） 4 1 12 2 1 2 1 6 2 1
e（27） 2 1 2 14 1 1 4 2 1 1
計（142）15 2 7 71 2 1 2 3 8 3 1 1 15 1 12 2 1 3 4 1 1
国際コミュニケーション学科
a（26） 1 2 11 1 2 3 1 3 1 6 1
b（28） 1 2 16 1 2 1 1 1 2 2 1 1
c（26） 3 3 16 2 1 1 1 2 1 2
d（27） 1 2 1 8 2 1 2 1 1 2 2 3 2 3
e（26） 4 2 10 1 2 1 1 1 2 3 1 1
計（133） 9 3 10 61 1 1 7 3 2 9 3 5 4 7 1 15 8 1 1 4
4学科計（504）33 12 27 237 3 3 12 9 7 7 2 28 7 12 8 42 8 50 19 2 4 1 9 1 10 1 1
表6　受講者が影響を受けたものとして取り上げたプログラム
東洋英和女学院大学初年次前期必修科目「キャリア設計」の成果と課題
―大学生活およびキャリア形成に対する意識の変化という観点からの検討―
97
受講者は、語り手の過去をたどり、そこに今の自分を照らし合わせる。そして、語り手の現
在の姿に自分の将来像を思い描く。こうした作用が、自分の今の大学生活を振り返るきっか
けとなり、「焦り」や「危機感」を感じた者もいる一方で、「自分のペースでやっていこう」
と気持ちを新たにした者もいた。
　いずれにしても、後輩にむけた卒業生の率直な物言いが、受講者の心に響き、自分にとっ
ての大学生活を新たな角度から見直す機会となっている。以下に、受講者の記述の一部を紹
介する。
　同じ英和で学んだ先輩方のお話にとても親近感を感じ、今の自分と照らし合わせることがで
きました。自分の目指す職業か否かに関係なく、先輩方の話す姿に刺激を受けました。3人とも 
堂々としていて、話し方に自信が感じられました。…4年後の自分も、あの先輩方のように堂々
とした姿で自分のことを話せるような人間になっていたいです。そのために、この科目で得たも 
のを無駄にせず、残りの3年半の大学生活を充実させます。（国際コミュニケーション学科1年）
　いろいろな社会の忙しさや楽しさを話してくださり、その時とても実感が湧きました。嫌な
こともたくさんあるようで、思っていることを率直にお話してくださったので、とても現実味
のある話で驚きました。皆さん、「こうしておけばよかった」と口をそろえて言っていたので、
私も社会人になってから後悔することのないように大学生活を送りたいです。4年間も自由な
時間があるとはいえ…真面目に通わなければならないなと思いました。（人間科学科2年）
　今、はっきりした夢がないのは私だけかと思っていましたが、先輩方も、大学生活を存分に
生かし、いろいろなことに挑戦することで自分のやりたいことを見つけたのだと分かり、その
言葉がとても心に響きました。迷っていた部活やアルバイトも、しっかり続ければ自分の糧に
なると思えました。（国際社会学科1年）
　臨床心理士に憧れていましたが、余りに仕事の幅が広いため具体的な仕事の内容がわからず
迷っていました。講演会で、実際に働いている方の話はとても分かりやすくリアルでした。そ
れを聞いて自分がその職業をやっていけるか不安を覚えましたが、まだ時間はあるので、いろ
いろ調べてみようと思いました。（人間科学科１年）
　グランドスタッフになりたいと考えていたので、先輩の話が自分に影響を与えました。自分
が考えていたよりもずっと大変で、決して華やかなことばかりではないということを改めて知
りましたが、その中での喜びや楽しみも大きいと知り、頑張ろうと思えました。（国際社会学
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科1年）
　なお、ワークショップにおいても、「社会人に求められる力について考える」の回で見た
2人の卒業生へのインタビュービデオに関して、4学科合わせて50名の受講者が取り上げて
いる。紙幅の関係で、以下に一例を示した。卒業生講演会と同様に、卒業生のメッセージは
受講者にとって特別なものであることがわかる。キャリア教育における卒業生活用の有効性
が、示されている。
　私も先輩方のように、「輝く女性」になりたいと強く思うようになった。そして、将来就き
たい仕事もうっすらと決まってきた。今までの私は、楽なことだけ、好きなことだけに逃げて、
大変なこと、辛いことは避けてきたが、このままでは駄目なんだ、変わらないと駄目なんだと
実感した。（人間科学科1年）
②企業人の講演会
　一方、企業人の講演会は、4学科合わせて72名の受講生が影響を受けたと取り上げている。
本講演会は、初回のオリエンテーション後の4月に行われた。受講生たちにとって、科目の
趣旨を十分に理解していない段階でのものであり、また、卒業生講演会のように、講師と受
講者の間に特別なつながりはない。それでも、お二人、特に鈴木氏の講話を取り上げた受講
者が多かった。その理由はどこにあるのだろうか。受講生の記述をみてみよう。
　鈴木さんの講義から私が影響を受けたことは２つあります。１つは、行動力です。…大学は
想像していたよりつまらないと思っていました。しかし、鈴木さんの「大学生であることを生
かすべき」「今、やりたいことをやる！」の言葉を聞き、これまで感じなかったワクワク感が
湧いてきました。早速家に帰り、自分は4年間で何をやりたいのか考えました。すると、それ
までは全く出てこなかった考えがポツポツと思い浮かびました。今では友だちもでき、夏休み
を利用して留学に行くことに決めました。留学を決める上でも、自分から資料を集めたり、会
社に行って聞いたりもして、前よりも行動力のある人間になったと思います。2つ目は、NGO
団体の活動です。自分も海外ボランティアをやってみたいと思いました。また、日本がいかに
豊かであるか、改めて感じることもできました。（国際コミュニケーション学科1年）
　
　鈴木さんの、「人生を豊かにするには、ものの見方を変えること」という言葉が、今の私に
とても影響を与えました。それまでの私は、自分で嫌だなと思った人は避けていました。しかし、
「ものの見方を変える」ことで、「あっ、こういう人もいるんだな」「こんな風に付き合えばい
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いんだな」と新しい見解が生まれました。これで私も一つ大人になり、豊かになったと感じます。
固定された考えにとどまらず、あらゆることを考えながら自分というものを作り上げていきた
いです。（国際社会学科1年）
　出口さんの言葉が一番印象深く、心に残りました。まだ大学生活がスタートしたばかりで、
イメージや理想が漠然としていた時期でしたが、大学生はどんなことができる時期なのか、ま
たどのようにして人生のプロセスを積んでいけばいいのかを、丁寧に講義して下さったと感じ
ています。具体的には、物事は数字やデータで捉え、客観的視点できちんと理解するというこ
とが、とても勉強になりました。世の中は、人の感情で動いていますから、つい人の意見を求
めがちではありますが、そうではなく、きちんとした理解を得てから、自分の意見を発信して
いこうと思いました。（国際社会学科1年）
　これらの記述から見えてくることは、講師の言葉が受講者にさまざまなインパクトを与え
ていることである。鈴木氏、出口氏ともに、グローバルな視点から現状を把握する必要性を
説いている点が共通していた。そして、鈴木氏の場合は、そのグローバルな視点から、行動
を起こすことが何にも代えがたいことを強調された。そうした促しによって、受講者の中に
は自ら行動を起こし、この間の自分の変化を確かめている記述がみられた。一方、出口氏の
場合は、グローバルな視点を獲得するために、大学で身につける力を説かれた。「思考軸」
をもつことや物事を数字で捉える必要性、読書や英語力など、どれも具体的であり、受講者
は、大学で学ぶべきことが明確になったと記述している。
（2）新たな気づきの促進 ―ワークショップにおける取り組み ―
　本科目の後半は、ワークショップの個人やグループワークを通じて主体的な取り組みに働
きかけ、将来に向けて行動を起こす必要性への気づきをねらいとしている。ワークショップ
に関して、受講者が取り上げたプログラムを、4学科合わせたカウントの多い順にあげると、
（1）で触れた卒業生のインタビュービデオを除き、働く人へのインタビュー 42名、自己分
析28名、未来予想図19名である。ここでは、それらプログラムについて、受講者が取り上
げた理由を考察する。
①働く人へのインタビュー
　親やきょうだいなど、身近な人に対して、働く意味やその職業を選択した理由、大学時代
の活動など、予め設定された質問に沿ってインタビューを行い、それをグループワークで普
遍化するワークショップである。中には、アルバイト先の上司や、伝を頼って自分が目指す
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職業に就いている人にインタビューした者もいた。
　本プログラムをとおして、受講者は「働く」ことについて新たな意味を見い出している。
中でも、多くが「厳しさ」についてのものであるが、受講者が当初抱いていた薄っぺらな「辛
さ」「しんどさ」ではなく、「充実感」や「乗り越えた後の達成感」という「やりがい」に通
ずるプラスの意味である。また、家族にインタビューした者は、親やきょうだいを見直し、
感謝の気持ちを言葉にしている。一方、憧れの仕事に就いた人にインタビューした者は、自
分の想像以上の道のりの厳しさや努力が必要なことについて、初年次に知る機会が得られた
ことも評価している。これらの記述からわかることは、受講者の多くが将来や就職に対する
不安はあるものの、取り組むのはまだ先でよいと考えていたり、「働く」意味や目的が曖昧で、
しかもマイナスのイメージで捉えたまま、受動的に大学での時間を過ごしている姿である。
本プログラムが、受講者自ら行動を起こすきっかけとなり、「働く」ことの意味をいろいろ
と見い出すことによって、この４年間にすべきこと、今だからこそできることを明確にして
いる。
　
　私は父にインタビューしました。どんなにやりたかった仕事でも、楽しいことより苦しいこ
との方が多いと言っていました。家族を養うために何十年も働いている父のありがたさがわか
りました。また、社会に出ると休みたくても休めない現実の厳しさを知り、学生のうちに旅行
やボランティア等、時間を有意義に使いたいと思いました。（人間科学科１年）
　初めて、父や兄がどのような仕事をしているのか、なぜ、この仕事を選んだのか、仕事に対
する思いや今の目標を知ることができ、私の中で2人の見方が180度変わりました。（人間科
学科１年）
　今までは、自分の興味のある職業をただ目指していたけれど、仕事をするということは、「好
きだから」だけで続けられるものではなく、金銭的な問題や自分の能力に合っていなければ続
けられないと知りました。そのため、将来の仕事を調べる時に見るポイントが前と変わりまし
た。（保育子ども学科１年）
　自分が思っていた社会人のイメージは、マイナス面がとても多く、学生時代とは打って変わ
る忙しさというものでした。しかし、実際に話を聞いて、その多忙さの中にもしっかりと充実
感を得られるものだとわかったし、また、辛いことを乗り越えた時の達成感を私も感じたいと
強く思いました。（国際コミュニケーション学科1年）
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　自分の憧れの職業の方の生の声を伺い、私自身ただの「憧れ」で終わらせたくない！と強く
思った。その仕事は、私の想像以上に大変なことがわかった。その方は、自分に与えられた時
間を大いに生かし、若くして自分の地位を確立したということだ。…キャリア設計の授業で、
このような課題が出されなかったら、こんなにも一生懸命にお話を伺うこともなかっただろう。
若年次に貴重な体験談を聞けたことは、私にとって大きな契機となった。これを基に、これか
らの大学生活に生かしていくつもりだ。（国際社会学科1年）
②自己分析－自己の多面的理解と相互インタビュー
　本プログラムでは、日頃感じている自分の性格を7つ書き出し、その1つひとつをあえて
ポジティブに見直し、言語化する個人ワークを行い、その後、2人ずつのペアになり、相互
に自分を紹介する相互インタビューを行っている。
　1年生の受講者の中には、個人ワークを苦もなくこなす者がいる一方で、自分の性格につ
いてわからない、表現できない者もいる。また、以下のように、日常的に自分をネガティブ
に捉えている者も少なくない。本プログラムが、その後の行動における受講者の自己評価に
プラスの変化をもたらしている。
　私は自分のことを常にネガティブに考える傾向があります。この授業で、自分の性格をポジ
ティブに表現するプログラムがあり、自分自身そこから考え方が変わりました。…これまでは、
反省してから前向きに捉えられず、マイナスの方向にしか進みませんでした。それが、反省から、
「こうすれば自分は変われる」「この失敗は大事な経験のうちの一つだ」と考えられるようにな
り、それからは、精神的にも実生活においても充実していると思います。これからの私自身の
考え方に、とても良い影響を与えました。（国際社会学科1年）
　ネガティブに感じていた自分の性格も、見方を変えればポジティブに捉えられることを知り、
将来に対してもポジティブに考えて取り組むことを覚え、それが新鮮で楽しみになってきまし
た。この方法を使って将来を前向きに考え、そのために大学生活を有効に活用したいと思いま
す。（国際社会学科1年）
　自分についてもう一度見つめ直し、振り返ることの重要さが身にしみて分かった。目の前の
ことに必死で、その時々の自分の言動や気持ちを見直すことはなかったが、このプログラムを
受けてから、立ち止まって振り返るということをするようになった。前よりは物事を冷静に判
断できるようになった。（国際社会学科1年）
102
　また、上記の受講者の記述では、自己理解における「振り返り」の重要性に気づいている。
一連の行動における自己を見つめる「振り返り」の作業は、看護や福祉、教育などの人材養
成に用いられている学習法12）であるが、本プログラムをきっかけに、こうした自分の行動
を省察し多面的に理解するプロセスを自ら獲得した受講者もいる。
③未来予想図－自分のキャリアを設計する
　社会を支える一員として自分はどのような道を歩むのか、卒業時、20年後、30年後の自
分や家族構成について、収入や子どもの教育費も視野に入れて考え、未来予想図を完成させ
るワークショップである。受講者は、漠然と考えていた自分の将来を言語化という作業によっ
て改めて考え、就きたい仕事や目標を明らかにしている。また、女性のライフコースやワー
ク・ライフ・バランスなど、輪講で得た知識も活用し、改めて自分の就職や仕事の継続の有
無について考える機会となっている。
　私は未来予想図を書いたことが印象に残っています。具体的な設問内容だったため、自分が
将来的に何になりたいのか、何をしたいのかを年代順に考えることができました。具体的なプ
ランを考えたことで、自分は英語を使った職に就きたいのだということが分かりました。今ま
では結婚したら専業主婦になりたかったのですが、再就職している女性が思っていたよりも多
くいたので、再就職に対しても興味がでてきました。（国際コミュニケーション学科１年）
　これまでは、未来を考えるとき、こんな仕事に就いて何歳で結婚するという漠然とした考え
しかありませんでしたが、未来予想図によって、初めて細かく詳しく未来について考えました。
特に、「何に、どれくらいお金がかかるか」という箇所では、人一人を育て、養うのに多くの
お金がかかることを知り、改めて両親に感謝しようと思いました。そして、今まではきちんと
就職しないと自分が大変だからと思っていたのが、こんなにお金をかけて育ててくれた両親の
ためにも、立派な社会人になろうと思いました。このプログラムは、就職に対する私自身の意
気込みに大きな影響を与えました。（人間科学科１年）
　私は将来の夢や、就きたい仕事も特にありませんでした。それが、未来予想図を書くことに
よって、考えが前とは変っていることに気づきました。予想図には、数十年先の自分の姿や家
族構成まで考えなければいけません。…書いているうちに20年後、30年後、自分はどうして
みたいのか、ということがスラスラ出てくるようになって、書くのが楽しくなっていました。
未来の自分について、今から細かく想像することで、それが1つの目標になったと思います。（国
際社会学科１年）
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（3）小括
　以上は、キャリア設計のプログラムが受講者の将来に対する考え方に与えた影響を、最終
回のアンケートの記述を基にみたものであった。わかったことは、初年次においても将来や
就職に対する不安はあり、本科目のプログラムによって個々に具体的な行動を起こす手がか
りを模索していることである。中でも、受講者は本科目をとおして直に合った人々から、多
くのことを吸収していた。その筆頭は卒業生であるが、その他にも、企業人の講師や自ら出
向いてインタビューした人々など、「聴く」ことから、これからの指針を得ようとしていた。
次に、「書く」ことによって、新たな発見や目標を明確にしていた。それが、ワークショッ
プの「自己分析」や「未来予想図」に対する記述に示されていた。
　キャリア教育は、何年次から行うのがよいかという議論がある。受講者の記述からみえて
くることは、初年次に抱いている彼女らの不安をそのままにしては、その先の学年での教育
効果は期待できない、ということである。「鉄は熱いうちに鍛えよ」の言葉どおり、大学生
活や将来への「諦め」が恒常化していない初年次前期の働きかけが、まず必要である。その
内容は、学生自ら行動を起こす必要性の教示に加えて、一歩踏み出すことの喜びや面白さに
気づかせるものでなければならない。本分析を機に、さらに授業内容の改善を図りたい。
2　授業を通じて身に付けた力	 （町田　小織）
　本項では、次の2つの設問についての自由記述の分析を行う。
設問3． 今後への活かし方
設問4． その他の感想・意見
　上記２つの設問に関しては完全なる自由記述ゆえ、受講者の記述内容が多岐に渡る。加え
て、設問１および２の内容とも重複する箇所が多く見られ、学科ごとの相違もあまり見られ
ない。個人差と考えた方が良いほど個々人の論点が異なる。それゆえ集計は困難であるとと
もに有益性に欠けると判断した。そこで煩雑ではあるが、個々人のコメントをそのまま転記
することで考察の裏づけとすることを予めお伝えする。
　また本論の主旨とは関係のない内容も多々あるのが、設問３と４の特徴であり、本項は分
析が可能であったコメントにのみ言及し、全体を網羅するものではないことを最初にお断り
しておく。本項は設問３を中心に、「キャリア設計」によって受講者がどういった力をつけ
たのか、それを応用したのかについて紹介する。
　設問３のコメントは全体として必ずしも「今後への活かし方」が中心に書かれていないが、
「キャリア設計」によって学生たちに何らかの変化が生まれ、授業内で学習したスキルなど
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を他の科目に活かせたことが記述から読み取れた。大別すると、授業効果としては次の3点
が挙げられる。
（1）コミュニケーション能力としての書く力
（2）コミュニケーション能力としての話す力
（3）目標を定め、そこから逆算して計画を立てる力
　以下では、これらの力を「キャリア設計」の授業のなかでどのようにして身に付けたかを
学生たちの自由記述から紹介しよう。
（1）コミュニケーション能力としての書く力
　本科目では毎回感想や意見をシートにまとめ、提出することが義務付けられているため、
自分の考えを整理して文章で表現することが否応なしに求められる。自分の考えがないに等
しい者は「書く」以前の段階で苦労する。あるいは頭の中にはあるものの、それを文章化で
きずに難儀する受講者もある。また自分では書けたと思っても、誤字脱字は言うに及ばず、
他人が読んで理解できる文章を書くことができない学生も多い。論述することに慣れていな
い新入生が、毎回一定量の文章を書く訓練をするというのは、抵抗感をなくす意味でも、あ
る程度の効果が認められる。更にワークシートに対しては教員が赤字でコメントをし、後日
返却しているため、「自分の考えを読んでくれた」という実感が学生の中に残る。そして教
員が文章中の良いところは認め、間違っている箇所は指摘するというフィードバックをして
いることが奏功しているのか、その賛辞や注意を他の授業の試験やレポートなどに活かして
いるようである。学生は楽をしたいのではなく、きちんと自己の成長がわかる作業に関して
は、消極的ながらも真面目に取り組む様子がわかる。
　以下は学生のコメントからの引用である。
　一回一回の講義の終わりに自分でシートを書くこと、そしてそれを先生がていねいに目を通
してくださるというのは文章を書く能力を伸ばせた良いシステムだと思う。（人間科学科1年）
　毎回のコメントシートを提出して、先生にアドバイスやチェックをして返してもらって、と
ても良かったです。文字を早く丁寧に書く力や自分が文章を書く時の癖に気づくことができま
した。（保育子ども学科1年）
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（2）コミュニケーション能力としての話す力
　同じコミュニケーション能力でも話す力についてはどうであったか。
　人前で話すどころか、友達でない人に話しかけることさえも苦手とする学生が見受けられ
る。ゆえに「大学で新しい友人をつくるのに苦労している」というコメントもあるほどだ。
同じ学校の同性に対してでさえ話ができないということは、教職員や学外の人に対しては言
わずもがなであろう。これでは就職活動で苦労することが必至である。かような学生に対し
ては、複数回行ったグループワークがプラスの影響を及ぼしているようである。
　人前で話すことが苦手でおどおどしてしまう性格を直したいと考えていたので、グループ
ワークの時は頑張って初対面の学部が違う子に積極的に話しかけました。何度もグループワー
クがあったので、次第に慣れて、少しは苦手意識がなくなったと思います。（人間科学科1年）
　コミュニケーションをとるのが得意ではありません。この授業で何回か友達と話す時間を与
えられたことで少しなれてきました。（人間科学科1年）
　キャリア設計という授業は、もう将来やりたい事が決まっている私にはあまり意味がないと
思っていたが、実際に受けてみてためになったと思った。特にグループワークでは、自分の考
えを他の人にちゃんと伝えるということや、協力性、コミュニケーション力がより養われたと
思う。（保育子ども学科1年）
　もちろん「自分の考えを他人に話して伝える」のは、「キャリア設計」だけでなく、ゼミ
などでも行っている行為である。それゆえ当該授業だけの学習効果ではないが、上記のよう
に敢えて書いている学生がいるということは、それだけ不得手であることを自覚し、悩んで
いる（いた）ともいえる。人前で話すという機会を学生に与えるのは、どの授業でも有効な
のではないだろうか。
（3）目標を定め、そこから逆算して計画を立てる力
　率直に言うと、広い意味で「目標を定め、そこから逆算して計画を立てる力」と捉えた。
具体的には、「自分の頭で考え、自分で調査し、自ら行動に移すこと」、「夢を諦めないこと」、
「ポートフォリオを充実させること」などを記した学生もいるが、それらも広義で（3）「目標 
を定め、そこから逆算して計画を立てる力」になるのではないかと考え、カテゴライズした。
　キャリア設計の授業が終わったからといってポートフォリオを放置するのではなく、夢に向
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けてすべきことを細かく目標として設定し、取り組んだことをまとめていきたいと思う。（人
間科学科1年）
　このキャリア設計を受講して計画の大切さを学んだ。留学をするにも前もって準備が必要に
なるので、一年の夏休みから語学力を高める必要があると考えるようになった。（国際コミュ
ニケーション学科1年）
　なんとなく大学まで進学しましたが、社会は甘くないと実感しました。全て自分で就職の下
調べもし、インターンシップなども自分で動かなければならず、まずインターンシップに行け
るまでも計画をしなければいけないことまで知りました。就職までを逆算して計画的に学生生
活をすごすことを自分の中で確認しました。（国際コミュニケーション学科1年）
　計画の重要性や、自分で考え行動することの必要性を感じている学生が少なくないので、
今後は語学力の向上、資格取得を目指したいという声が多い。就職活動をする段階で「こう
ありたい自分」を思い描くと、1年前には何ができていなければならないか、2年前にはど
んな勉強を始めていないと難しいか、逆算してシミュレーションができ、計画を立てること
ができる。現時点では決意表明に過ぎないとはいえ、授業の目的は概ね達成できているので
はないだろうか。一例ながら、既に成果を上げた学生を以下に紹介する。
　最初の方の授業で、大学生活での目標で、秘書検定準1級を取得すると書きました。先日、
秘書検定があり、まず2級から始め、合格することができました。次は目標の準1級です。1
歩1歩目標に向かって進んでいきたいと思います。（国際コミュニケーション学科1年）
（4）小括
　筆者が担当した部分について総括すると、「今後への活かし方」が弱い点は否めない。あ
るいは現在進行形で活かしていると考えた方がいいのかもしれない。キャリア設計で学んだ
ことを「今後」どう活かすかと尋ねられれば、どうしても単なる「決意表明」になってしま
うか、学んだことを列挙することで終わってしまう。実際に何をしたか、実践で取り組んだ
例を挙げてもらうには、最終授業は時期尚早といえよう。
　また夢や目標がない、描けない学生も多く、そもそものゴールが決まっていないために、
そこから逆算して計画を立てることができない。好きなこと、興味があること、やりたいこ
とが「ない」学生に対して、「そういう人こそ就職活動をしっかりやって、働きながらそれ
を見つければいい」と話したが、こちらの真意がどこまで伝わったかは定かではない。
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　大学で学ぶことは漢方薬のように時間をかけて効果があらわれてくるものであり、10年
後、20年後に学びを実感することもあると考える。それゆえ、まずは文章の書き方が他の
授業にも役に立ったことや人前で話すことに抵抗感がなくなっただけでも、一個人にとって
は大きな一歩なのではないだろうか。
3　意識の変化からみる本科目の意義	 （澁谷　隆良）
　本項では、次の設問についての記述の分析を行う。
設問２．科目に対する意識の変化とその理由
（1）受講当初の意識について
　本科目に対して、受講当初と受講後の意識にどのような変化が現れたのかを、設問２を用
いて調査を行なった。「受講当初の意識」を表7に示す。集計の結果、記述内容は概ね７つ
にカテゴライズされた。４学科全体の結果は表7の通りである。
　表から分かるように、回答数が最も多かった「いったい何を学ぶ授業なのか、何のための
授業なのか」が全体の31.7％を占めた。次に「入学間もない１年生の時期からキャリア設
計は必要なのか」が23.4％を占める結果となった。この２つで全体の50％以上を占め、授
業自体の意義や必要性を感じていない学生が多くみられることが分かる。
　以下は、すべて初年次の学生のコメントからの引用である。
　キャリア設計と聞いて、何をする授業か見当もつかなかった。（国際社会学科）
受講当初の意識 人間科学 保育子ども 国際社会 国際コミュ 合計
何を学ぶ授業なのか、何のための授業なのか 29 31.9 21 38.2 23 29.1 18 29.0 91 31.7
１年生からキャリア設計は必要なのか 29 31.9 7 12.7 14 17.7 17 27.4 67 23.4
将来についてとくに考えていない、曖昧である 13 14.3 8 14.6 20 25.3 12 19.4 53 18.5
内容が難しそう、とくに興味はない、面倒・退屈そう 15 16.4 10 18.2 13 16.5 7 11.3 45 15.7
単に将来の就職活動、資格取得のためのもの 4 4.4 2 3.6 8 10.1 6 9.7 20 7.0
内容に興味がある、楽しそう、期待は大きい 1 1.1 2 3.2 3 1.0
中学・高校と同じ内容ではないか、期待は小さい 1 1.3 1 0.3
保育・子ども学科の学生には関係のない内容ではないか 7 12.7 7 2.4
有効回答数 91 55 79 62 287
左側：実数(名)　　右側：割合(％ )
表7　受講当初の意識
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　最初は１年生の頃からやって役立つのか疑問に思っていた。（国際社会学科）
　初めは、なぜ１年の前期から卒業後の進路についての授業があるのだろうかと思った。（国
際コミュニケーション学科）
　１年生からキャリアの授業をするということに初めは疑問をもっていた。（保育子ども学科）
　４月の頃はまだ入学したてで受験が終わったばかりなのに、なぜ就職についての話を聞かな
ければならないのかと思った。（人間科学科）
　同様に、「将来について具体的には考えていない、将来について曖昧にしか考えていない」
が18.5％を占め、将来の進路に関しての意識が極めて低い学生も多数存在することがうか
がえる。
　自分の人生プランについて、曖昧に考えていた。（国際コミュニケーション学科）
　大学に入学したばかりで自分の将来についてあまり詳しく考えてはいませんでした。（人間科
学科）
　授業が始まるまでは、将来の計画なんて今は立てられないと思った。（国際社会学科）
　また、「内容が難しそう」「とくに興味はない」「面倒・退屈そう」といった記述が合せて
15.7％と、高い数字を示した。
　最初はカリキュラムもわからず、授業の目的もわからず、正直面倒くさいと思っていた。（国
際コミュニケーション学科）
　キャリアの科目に対して初めは難しそう、つまらなそうという思いが強かったです。（人間
科学科）
　その他として、ある程度予想されたことではあるが、保育子ども学科の中には、「進路が
決まっている保育子ども学科の学生には関係のない内容ではないか」と記述する学生が
12.7％いたことを付け加えておく。
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　保育子ども学科は皆、ある程度将来が決まっているのに、様々な職種を希望している人と一
緒に学ぶ意味があるのかと思った。（保育こども学科）
　
　以上のように、授業の開始当初は否定的な意識、つまりマイナスのイメージを持つ学生が、
全体の90％以上を占めていることが明らかとなった。
（２）受講後の意識について
　次に、「受講後の意識」を表8に示す。記述内容は概ね６つにカテゴライズされた。４学
科全体の傾向は以下の通りである。
　集計結果からも明らかなように、「将来の進路、今後の人生について意識するようになった」
が45.9％と大半を占めた。以下が代表的なコメントである。
　最初は、キャリア設計ってどんなことをするのだろうか疑問だったが、この授業で自分の将
来を見つめ直すことができた。（国際コミュニケーション学科）
　なぜ、入学してすぐに将来のことを考えるのだろうと感じていましたが、より良い４年間を
送るにはスタートが大事であり、自分が進むべき道を考えるためのヒントに、この授業が大き
く影響するのだと思いました。（保育子ども学科）
　この授業を受けて、自分の将来が少しずつ見えてきた気がします。まだ想像や妄想だけど、
こんなことがやりたいなという職業がまとまってきました。（人間科学科）
　将来のことを考えるなんてまだ早いと思っていたけれど、毎回の授業の中で就職に関するこ
受講後の意識 人間科学 保育子ども 国際社会 国際コミュ 合計
進路や将来、人生について意識するようになった 55 49.1 36 55.4 34 33.6 37 49.3 162 45.9
今後に役立つ知識の獲得や情報の収集ができた 23 20.5 13 20.0 23 22.8 11 14.7 70 19.8
自分自身を見つめ直すこと（自己理解）ができた 14 12.5 11 16.9 21 20.8 13 17.3 59 16.7
大学での学びや４年間の過ごし方を考えるようになった 17 15.2 4 6.2 16 15.8 12 16.0 49 13.9
ワークショップを通して他者（他学科）からの刺激を得られた 2 1.8 1 1.5 5 5.0 2 2.7 10 2.8
期待していたが新鮮味は無かった、意識の変化は無かった 1 0.9 2 2.0 3 0.9
有効回答数 112 65 101 75 353
左側：実数（名）　　右側：割合（％）　　　　　＊複数回答者67名
表8　受講後の意識
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とを学び、将来について考えることによって、授業への取り組みや、休み時間の使い方が変 
わった。（国際社会学科１年）
　続いて記述の多かった、「今後に役立つ知識の獲得や情報の収集ができた」が19.8％を占
めた。
　最初はあまり意味のない科目と思ったが、将来のことだけでなく、社会人基礎力なども学ぶ
ことができ、社会に出たときに必要なことを学ぶことができた。（保育子ども学科）
　キャリア設計の授業の中でたくさんのプログラムをやっていくうちに、今までよく分かって
いなかった働くことの意味が理解でき、より働きたいという意識が高まりました。（国際コミュ
ニケーション学科）
　キャリア設計では自分の興味あることだけでなく、将来知っておかなくてはならない社会保
障のことや、健康のことを学ぶことができました。社会に出るために必要な知識を学ぶことが
できたので良かったと思います。（人間科学科）
　授業を受けるまでは、堅苦しく耳の痛い話ばかり出てくると思っていましたが、実際は社会
に出た後のことを色々な方法と角度で考える授業でとても楽しく、また知らぬ間に社会に対す
る知識と心構えが身についたと思います。（国際社会学科）
　さらに、「自分を見つめ直すことができた、新たな自己の発見」についても、16.7％と高
い比率であった。
　自分を根底から考え直し、良い所も悪い所もちゃんと認めるなどの作業を通して、自分を構
築し直したりしたので、前向きに頑張れるようになった。（国際コミュニケーション学科）
　自分についての新たな発見もあって、ためになると感じるようになった。自分についてもう
分かっていると思っていたが、まだまだ知らない自分もいるなと思った。（保育子ども学科）
　自分と向き合う事で新たに知れた自分がたくさんいます。また、他人に評価されることで自
分の価値がどのようなものかも知ることができました。（人間科学科）
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　授業では自分を見つめることが多かったので、自己分析をしているうちに、自分が未熟者だ
ということに気づきました。（国際社会学科）
　
　他にも、「大学での学びや４年間の過ごし方を考えるようになった」が13.9％と、全体で
４番目の回答率となった。
　大学に入ったことで一段落ついたと思っていた私ですが、本当はここからの４年間が重要だ
と、この授業で気付かされました。（国際コミュニケーション学科）
　初めに考えた漠然とした科目に対するイメージはなくなり、大学生活４年間をどういう風に
過ごすのかを教えてくれているようで、自分の将来にリアリティを感じるようになった。（保
育子ども学科）
　大学生活を送るにあたり、この授業は私の中での大きな支えであり、将来のキャリアを設計
するにおいても非常に有意義であると感じた。（人間科学科）
　以上のように、授業の終了時には肯定的な意識、つまりプラスのイメージへと変化した学
生が、全体の95％以上を占めていることが明らかとなった。
（3）意識の変化の理由について
　前2項では「受講当初の意識」と「受講後の意識」についての集計結果を報告してきた。
ここでは、授業開始当初の否定的な意識から一転し、授業終了時には肯定的な意識になぜ変
化したか、その理由について、４つの形態に分類される授業からの学びや気づきについての
学生たちの記述から考察を加えることにする。
　以下に、学生たちの学びや気づきについての記述を、授業の形態ごとに紹介する。
①企業が求める人材を聴く「企業人・社会人講演会」からの学びや気づき
　社会人の講演会では、英語力は将来のために身につけておいた方がいいと言っていました。
それから、英語の授業も積極的に発言するようになりました。（保育子ども学科）
　出口氏や鈴木氏による講演会によって考えさせられることは多くて、自分はこれから何を頑
張ればいいのか目標もみえてきたと思います。（人間科学科）
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②キャリア設計のために本科目担当の5名の教員がそれぞれの専門の立場から語る「輪講」
からの学びや気づき
　働き方やお金の稼ぎ方、税金の払い方など、１年生の内に学んだ方が良いことを非常に多く
学べたので良かったと思います。（国際コミュニケーション学科）
　保険についての授業は衝撃を受けた。どれだけお金がかかっているのか、どれだけお金が必
要なのか、現実的過ぎて職に就いた後の心配よりもそれ以前の職に就くことができるか不安に
なった。（国際コミュニケーション学科）
　社会保障などといった身近にあってもよく知らないことについても知ることができて、ため
になりました。１年生のうちにこのような授業があることは幸せだと思います。（人間科学科）
　実際に授業を受けてみて、年金やワーク・ライフ・バランスなど詳しく各国と比較してみた。
自分の人生を考えるためだけではなく、一般教養も学べる科目だという印象に変わった。（国
際社会学科）
　将来について考えたことによって、この４年間は本当に大切な、貴重な時間であると感じた。
また、職だけでなく、ワーク・ライフ・バランスを学んだことはとてもプラスになった。（国
際社会学科）
　最初は卒業後の進路についてのみ考えるのかと思っていましたが、女性特有の出産等がライ
フスタイルにどのように影響するのかを考えさせられました。（人間科学科）
③就職活動や職業生活の体験談を聴く「卒業生講演会」からの学びと気づき
　卒業生の話を聞いたことをきっかけにして、将来の事は今から考えねばならないのだなとい
う考えに変わりました。４年間という時間をかけて、自分が何をしたいのか探さなければいけ
ないということに気づいたからです。（国際コミュニケーション学科）
　卒業生のお話は、私が考えてもいない困難があったり喜びがあったりと知らないことが多
かったので、それらを知った上で、学生の間に出来ることは経験しておこうと思いました。（国
際コミュニケーション学科）
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　卒業生の方のお話を聞いて、どれほど英語が大事なのかと感じた。そこから、今まで以上に
積極的に英語に取り組むようになった。（国際コミュニケーション学科）
　卒業生の話を聞いて、大学生の自由な時間をもっと有効に活用すべきだと思った。（国際コ
ミュニケーション学科）
　社会に出てからの経験談を聴いて、将来についてもっと考えていかなければと思えた。（国
際コミュニケーション学科）
　１年生の時は直接子どもたちに触れ合って学ぶことはできないけれど、先生が授業で言って
いたことが現場で起こることがあるから、しっかり聞いていたほうがいいということが、卒業
生のお話を聴いてわかりました。たしかに、将来必要になるので、きちんと学んでおこうと思
いました。（保育子ども学科）
　先輩方の経験談などを聞いたとき、言葉遣いや考え方が大人なので驚きました。社会で学ぶ
のではなく、大学生活で学ぶのだと思いました。（人間科学科）
　講演会でお話していた卒業生の方々が、皆さん在学中に自己と向き合い将来について真剣に
考えていた姿が印象的でした。（人間科学科）
　卒業生講演会の後は、この授業は将来の自分のためになると思えるようになり、講演前より
意欲的に取り組めました。（人間科学科１年）
　最初はあまりおもしろいとは思えませんでしたが、卒業生が来た日以来、作業が多くなり、
自分のことを考える時間が増えました。（国際社会学科）
　もっと自立した品格のある女性になりたいという気持ちが芽生えてきました。卒業生の話し
方や、立ち振る舞いはとても素晴らしいもので、自分も将来ああいう風になりたいと思ったか
らです。（国際社会学科）
④自己分析、グループワーク、働く人へのインタビュー、未来予想図作成など、能動的な学
習活動を通して働くことや自分への理解を深める「ワークショップ」からの学びや気づき
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《自己分析を通して》
　この科目がなかったら、自己分析なんて自分ではやらないと思います。将来、就職したとき
に自分はどう働いていくか、今から考えることの大切さを学びました。（国際コミュニケーショ
ン学科）
　自分の性格についての授業のときに、自分のネガティブなところをポジティブに見たり、自
分がどのような性格か理解できた。あまりネガティブに考えないようにしようと思えました。
（保育子ども学科）
　自分の性格のことや長所や短所を書いていて、短所は多く出てくるのに、長所はあまり出て
こないことに、少し残念な気持ちになりました。しかし、ポジティブに考えることを覚えられ
たので、社会に出ても精神的に強くなると思いました。（保育子ども学科）
　今の自分にはやりたい事が定まっていないので、授業を聞いても不安になることもありまし
た。しかし、ワークショップで自己分析ができたことが役に立ち、自分を見直すことができま
した。（人間科学科）
　ワークショップに自分を見つめ直すことも含まれていたので、今は将来のことを考えていく
という意識があります。（国際社会学科）
　改めて自己を見つめて分析したことで、今、自分に何が足りないのか、また何が必要なのか、
再確認できました。そして将来について真剣に考えるようになりました。（国際社会学科）
《グループワークを通して》
　ワークショップで皆と話し合う時間を通して、周りはこんなことまで考えているのか、行動
しているのかと思い知らされました。（保育子ども学科）
　すごくつまらない印象だったが、実際はグループワークをしたり、自分で調べたり、自分の
ことを考えたりなど、ためになることが多かったと思う。（人間科学科）
　グループワークなどで、喋ったことのない子とも喋る機会があり、交流を深めることができ
ました。また、自分のことをあらためて知ることのできる授業でもあり、将来に役立てようと
思います。（人間科学科）
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　自分をしっかり見つめ、また他の人と意見を交換し刺激をたくさん受けた授業でした。（国
際社会学科）
　ワークショップでのグループワークは、他の人がどのように将来を考えているのかを知れる
いい機会になった。（国際コミュニケーション学科）
《働く人へのインタビューを通して》
　働く人へのインタビューの時、働く現場に立っている人のお話にふと自分のことを考えまし
た。この授業はなりたい自分を探すものなのだと思うようになりました。（国際社会学科）
　この科目は、最初はやる意味があるのかと思っていたけれど、働く人へのインタビューでは
人との対話力が身に付き、グループワークでは色々な人とのコミュニケーションを取りながら
活動する力が身に付きました。（保育子ども学科）
《未来予想図の作成を通して》
　最初は授業を受けていて退屈だったが、未来予想図と働く人へのインタビューを通して今後
の進路を具体的に考え始めることができた。（人間科学科）
　未来予想図を書くときに、自分のキャリアを考えてみたら、改めて保育士になりたいと強く
思ったので、保育の専門科目をもっと真面目に受けようと思った。それがきっかけで、授業に
面白さを感じるようになった。（保育子ども学科）
　この授業を受けてから、具体的に自分の将来を考えるようになりました。何歳のときにああ
していたい、こうなっていたい、という夢が今ではしっかりと浮かんでいる気がします。１つ
１つのワークシートがためになっていたと思います。（国際コミュニケーション学科）
　将来の自分が迷子にならないために、今から未来予想をすること。少し早いとも思いました
が、今からこれから先のことを考えて将来に備えておくのも良いのかなと思いました。（保育
子ども学科）
《その他》
　自分は将来の夢が既に決まっているのであまり意味のない科目と思ったが、将来のことだけ
でなく、社会人基礎力なども学ぶことができ、社会に出たときに必要なことを学ぶことができ
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た。（保育子ども学科）
　最初は何をする科目か理解できず退屈な授業と思っていましたが、毎回シートを書くことに
より、自分の将来のビジョンを明瞭にすることができた。（人間科学科）
　「社会人・企業人講演会」「輪講」「卒業生講演会」「ワークショップ」の４つの授業形態の
中で、学生たちの意識の変化に最も大きな影響を与えたものは、紹介した記述の数からも明
らかなように、「ワークショップ」と考えられる。「ワークショップ」の中でも、「自己分析」、
「働く人へのインタビュー」、「社会人に求められる力」、「自分のキャリアを設計する（未来
予想図を描く）」の４つは、どれもが好影響を与えていることが記述内容からも窺われる。
さらに、グループワークは、学生が他者の意見や考えから刺激を受けたり、コミュニケーショ
ン能力を向上させたりする効果が大きいことも示唆されている。
　二番目に影響を与えたものは、「卒業生講演会」である。卒業生からは、現在の仕事につ
いての話だけでなく、在学時代のことや就職活動のこと、そして学生たちへのアドバイスも
伝えられる。同じキャンパスで４年間過ごし、また社会人として様々な経験を積んだ卒業生
からのメッセージが、学生たちに大きな刺激を与えることは言うまでもない。
　次に影響を与えたものは、「輪講」である。「輪講」では、「働き方を考える」をメインテー
マとして、「女性のライフコース」や「社会保障」、「ワーク・ライフ・バランス」などを学ぶ。
これらの知識を身に付けることで、将来どんな生き方をしたいのか、どんな仕事に就きたい
のかをイメージすることが可能になると考えられる。
　「社会人・企業人講演会」については、本科目への意識の変化に影響を与えたというより 
は、「大学時代をどのように過ごすのか」、具体的には「大学時代に身に付けておきたいこ 
と」、「チャレンジしておきたいこと」といった、大学生としての目標を明確にする効果が 
あったように思われる。
　以上、４つの授業形態における意識の変化について考察を述べたが、これらはどれか１つ
が影響を与えたのではなく、複合的に影響を与えたと考えるのが妥当であろう。
（4）小括
　最後に、「キャリア意識の早期化」という、本科目の目的の達成度について言及すること
にする。これまで述べたように、授業に対して受講当初は否定的な意識が90％であったが、
終了時には肯定的な意識が95％に変化している。このことを考えれば、本科目の目的は十
分に達成されたと言える。１年次前期にキャリアに対する意識が向上した成果を、就職活動
が開始される時期まで引き継いでいくことは不可欠であり、今後は２年次３年次もキャリア
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科目を配置することが望ましい。
　しかしながら、受講当初の意識の低さはシラバスや初回のガイダンス等で改善しておくべ
きではないか。最初からある程度の意欲を持って授業に臨むと、更に効果が表れると考える。
また、受講後は多くの学生が本科目に特段の好評価を与えているが、教員が日ごろ行ってい
る授業の中でも意義が見出せるような工夫を、本科目に関連させて行うことを意識すべきで
あろう。また、他の女子大でも良く見られる傾向とのことだが、こうした自分の変化を記述
するアンケートでは好評価のみを記述しがち、ということも頭の隅に入れておきたい。アン
ケートに書かれなかった本音の意見は、学生と直接話すことで拾い上げて行くという試みも
必要であろう。
Ⅴ　総括と今後の課題	 （川崎　末美）
1　「キャリア設計」の目的は達成されたか
　本研究の目的は、初年次前期に全学必修科目として実施している「キャリア設計」の成果
と課題を総括し、今後のキャリア教育のあり方を検討することであった。
　研究方法としては、授業の初日と最終日に実施した同一内容の質問紙調査、および最終日
の自由記述式アンケートで得た回答を量的および質的に分析し、学生たちの大学生活や将来
についての考え方や身につけたもの、そして、本科目に対する意識の変化を捉えるというも
のであった。
　量的分析で得た知見は次の通りである。まず、結婚や子育てを軸にした将来の「ライフコー
ス」についての考え方については、仕事に軸足を置いたライフコースを志向する者、逆に、
仕事と家庭生活のバランスを考えたライフコースを志向する者が、それぞれ増加するなど、
方向性は異なるものの、本科目が一定の影響を及ぼしていることがわかった。しかし、「卒
業後の進路」や「就きたい仕事」がわからない学生たちがそれを明確化にするには至ってい
ない。「大学生活のなかで力をいれたいこと」については、「語学」や「資格取得」という具
体的な目標を挙げる者、旅行やアルバイト、ボランティアなど、多様な経験をしたいと考え
る者が増加していた。学生時代に力を入れたいことについての考え方の変化には、企業人や
卒業生の影響が大きい。質的分析でみても、直に会った人々から学生たちが多くのことを吸
収し、具体的な行動を起こす手がかりを模索していることがうかがわれた。その筆頭は卒業
生であるが、企業人の講師や自ら出向いてインタビューした人々の話を「聴く」ことが、こ
れからの進路や働き方を考えるのに大きな効果をもっていた。
　また、ワークショップにおける、「自己分析」、未来予想図を「書く」、といった作業を通
して自分の意外な一面を発見したり、学生生活の目標を明確にしたりしている。
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　「書く」ことは本科目の学びのスタイルの一つである。毎回、感想文またはワークシート
を書き、それにコメントを付けて返されることで、文章を書く力が付いたと考える学生も少
なくない。また、ワークショップでは「話す」ことも求められる。これにより「自分の考え
を他人に話して伝える」力がついたと自覚する学生もいる。さらに、卒業生などの話を聴く
ことによって、就職というゴールから逆算して計画的に学生生活をおくることの必要性を学
ぶなど、「計画的な行動」の芽生えもみられた。
　こうしてみると、初年次前期の「キャリア設計」の授業は、学生たちが将来の進路を明確
にするには不十分であるが、ボジティブに自分を捉える態度や、大学の4年間を有効活用し
て将来に備えようとする意欲の向上には寄与しているといえよう。実際、本科目の必要性に
疑問を抱いていた学生たちも、履修を通してキャリアに対する自分の考えが明確になったり、
書く力や話す力をつけたりしたことに満足感をもつためか、本科目を肯定的に評価するよう
になっている。Ⅰ章で述べたように、入学当初からキャリアについて考える機会が欲しかっ
たという卒業生の声に押されて導入した「キャリア設計」であるが、その目的は達成された
と言ってよい。だが、本学のキャリア教育はこれだけでは不十分である。確かに学生たちの
意識は履修の前後を比較すると前向きに変化しているが、これが持続する保証はない。「目
標を定めて頑張る！」という学生たちの決意が、1週間後には忘れ去られている可能性もあ
る。
2　今後の課題
　これまでに述べたように、「キャリア設計」の成果は見えるが限界もある。この限界に対
して本学がしなければならないことは、ポジティブな方向に変わった学生たちの意識を持続・
向上させることや、掲げた目標の実現をサポートすることである。さらには、半期だけの「キャ
リア設計」では達成できなかった、卒業後の進路や就きたい仕事の明確化という課題への対
応である。
　これらへの具体的方策として、まず第1に、2年次生、3年次生にもキャリア教育を継続
して行うことを挙げたい。もう一つ、本調査で把握したような、キャリア形成や学生生活へ
の期待に関する学生たちの意識を全教職員が共有し、さまざまな機会や場を捉えてより良い
キャリア形成に向けたサポートを行っていくことを挙げたい。例えば、講義科目やゼミのな
かで、あるいは学習サポートセンターの各種講座や個別指導において、最終的にはキャリア
就職課による就職支援のなかで、それぞれの持ち場を生かした支援や教育を行うことが可能
であると考える。
　もちろん、「キャリア設計」履修後の問題だけではない。自由記述にみられた学生たちの
本科目への高い評価は、記名式のアンケートに書かれたものであることを心に留め、「キャ
東洋英和女学院大学初年次前期必修科目「キャリア設計」の成果と課題
―大学生活およびキャリア形成に対する意識の変化という観点からの検討―
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リア設計」の教育効果をさらに高める工夫を、今後も絶えず続けていくつもりである。
注
1 ） 2003年調査は本学の紀要『人文・社会科学論集』第21号（2004）に、2007年調査
は同紀要第26号（2009）に、2010年調査は同紀要28号（2011）にそれぞれ掲載さ
れている。後二者は、平成21年度「大学教育・学生支援推進事業」の一環として本
学が取り組んだ学生支援GPのなかで作成した、東洋英和女学院大学卒業生報告書『卒
業生のキャリア形成と意識』にも収めている。
2 ） 就職活動のなかで成長した、大学での学びや経験が就職活動やその後の仕事に生かさ
れているといったポジティブな記述も少なくなかった。しかし、目立つのは後悔の声
であった。この表にはキャリア教育の必要性に気付かされた声を中心に抜粋して掲載
した。詳しくは、上記注1に示した後二者の文献を参照して頂きたい。
3 ） 文部科学省監修 日本学生支援機構企画・編集・発刊『平成21年度「大学教育・学生
支援事業」学生支援推進プログラム及び就職支援推進プログラム優秀事例集』p.110
4 ） 例えば、鈴木敏恵（2003）『総合的な学習・プロジェクト学習 ポートフォリオ解説書』
教育同人社。
5 ） 加藤幸次・安藤輝次（1999）『総合学習のためのポートフォリオ評価』黎明書房、 
p.46。
6 ） 米国学術研究推進会議編著／ 21世紀の認知心理学を創る会訳（2002）『授業を変え
る―認知心理学のさらなる挑戦』北大路書房、pp.144-145。
7 ） 本章で報告する質問紙調査では、自尊感情を測定する質問も行った。それは、前章で
紹介したように、ワークショップの自己分析のなかで自分をポジティブに捉える経験
をしてもらったからである。結果は、履修後の方がごくわずかではあるが自尊感情が
高かった。しかし、それがワークショップの効果なのか、履修前より履修後の回答者
群の方が修学態度が良好であるためかが判断できないので、本報文のための分析から
は除外した。
8 ） 幼稚園や保育園への就職が多い保育子ども学科の場合は「正規職員」という表現の方
が適切であろう。
9 ） このキャリアコンサルタントは、前述GPおよび就業力GPの取組として、入学時か
ら就職活動を始める前の学生を対象として、将来のキャリアや就職活動への不安など
について個別相談に当たるスタッフである。1年次のキャリア設計履修後から3年次
後期の就職活動開始までのキャリア教育の空白期間を埋める目的で、前述GPおよび
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就業力GPの取組としてこのシステムを作っていた。
10） 回答は自由記述のため、具体的なプログラムを複数取り上げた者もいた。その場合も、
すべてカウントした。また、講演会や輪講、ワークショップを一括りにして取り上げ
ている場合は、「全体」欄にカウントしている。なお、具体的なプログラムを取り上
げず、本科目全体の印象や感想による記述については、「その他」に分類してカウン
トしている。
11） 当プログラムを取り上げた受講者の割合を学科ごとに示すと、以下のとおりである。
 人間科学科41.1％、保育子ども学科52.6％、国際社会学科50％、国際コミュニケー 
ション学科45.8％
12） 例えば、ドナルド・ショーン　佐藤学、秋田喜代美訳（2001）『専門家の知恵―反省
的実践家は行為しながら考える』ゆみる出版。
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　最後に、執筆はされませんでしたが今年度の授業をご担当頂いた非常勤講師の戸田里和先
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資料
2013年度キャリア設計授業計画案
　 内　容
第 1 回 オリエンテーション（授業の目的, 進め方, シートの活用法, ポートフォリオの説明）
第 2 回 企業人・社会人による講演会　出口治明氏・鈴木勇貴氏
第 3 回 企業人・社会人による講演会　鈴木勇貴氏・出口治明氏
第 4 回 輪　講
第 5 回 輪　講
第 6 回 輪　講
第 7 回 輪　講
第 8 回 輪　講
第 9 回 卒業生による講演会（6月8日(土)国際社会学部・人間科学科・保育こども学科の3クラスで）
第10回 ワークショップ①　「学士力」を身につけるために（卒業生からのメッセージを生かそう）
第11回 ワークショップ②　自己分析（自己の多面的理解と相互インタビュー）
第12回 ワークショップ③　働く人へのインタビュー（事前のインタビューとグループ発表による）
第13回 ワークショップ④　社会人に求められる力　　　　　　　　　（事前の社会人基礎力テスト＆卒業生のインタビュービデオを見て考える）
第14回 ワークショップ⑤　自分のキャリアを設計する（未来予想図を描いてみる）
第15回 まとめ（半期の学びを振り返り、改めて今後の学生生活の過ごし方について考える）
122
Analysis of the Career Design Compulsory Course for 
First-Year Students at Toyo Eiwa University
─ A Study on Change in Students’ Attitudes 
Toward Campus Life and Career Planning ─
KAWASAKI Suemi, SHIBUYA Takayoshi
 TSUBOUCHI Chiaki, MACHIDA Saori
KEYWORDS:	Career-Education, First-Year University Curriculum, Self-understanding, 
Alumni as Career Models 
The main objective of this investigation was to clarify how the students who 
completed the Career Design course may have changed in their attitudes toward 
campus life and career planning. The information will then be utilized to further 
improve the career development program. To compare students’ attitudes before and 
after the course, identical questionnaire were given to them to fill out on the first and 
the last days of the course. Statements written on the last day of the course by 
students were also analyzed and used as data.
The analysis of the data indicated that though the Career Design course did not 
sufficiently help students to choose their future careers it did help them think more 
positively about themselves. It also enhanced their planning skills and ability to 
undertake activities throughout their four years at university in preparation for their 
future. In fact, the students who at first had been doubtful of the necessity of the 
course were satisfied and evaluated the course positively. These effects, however, may 
only be short-term ones. The authors believe the career education programs in their 
university are still not sufficient. Therefore, they recommend that the university 
continue the current career education programs and improve support for students to 
help them realize their dreams. Needless to say, this includes continuing to improve 
the Career Design course.
